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まちづくり、まちおこしの関係で関西ではもっとも権威のある「2008年度関西まちづくり賞」（日本都市計画学会関西支部主催）を、景観ボランティア明日香と（財）明日香村地域振興公社（夢耕社）が共同受賞しました。

表彰式は4月27日、大阪市立大学文化交流センター大ホール（大阪駅前第2ビル内）で開かれ、榊原和彦・日本都市計画学会関西支部長から、三木健二・景観ボランティア明日香（ASCVA）会長に表彰状が、日野泰雄・関西まちづくり賞委員会委員長から、福田和由・夢耕社事務局長に記念の盾が贈られました。
わたくしたちボランティアと夢耕社ががっちりスクラムを組んで取り組んできた「歴史的景観を保全する国際作業キャンプによるまちおこし（奈良県明日香村）」の成果が評価され、共同受賞となりました。

　日野委員長が全体講評し、そのあと受賞した3団体が活動の成果を報告。
景観ボランティア明日香では、新開高尾副会長が受賞のあいさつ、三木会長が「歴史的景観の保全作業は土木、建設、荒廃竹林伐採など森林管理、造園、植栽、河川整備など実に多岐にわたるため、自前の“多機能・技術指導集団”を編成し、高度、広範囲な作業をこなせるようになった」「作業箇所を固定せず、毎年、作業対象となる集落を移動、作業の終わった集落に景観をメンテナンスする組織ができるなど景観保全意識が村内に広がってきた」ことなどを報告しました。
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　そのあとのシンポジウムで、関西まちづくり賞委員会から、われわれの活動について①大人数ボランティア団体による農村景観保全の効果的な方式として成功している②地域内で活動対象地を順に移動させることによる広域の景観保全への波及の可能性の点で評価され、長年活動が連続するよう工夫されているなど、具体的な授賞理由の説明がありました。
　受賞した他の2団体は、大阪の都心に残る長屋を都市住宅として残す手法を確立した「大阪市立大学豊崎プラザ」のグループと、「加古川市田園まちづくり制度」を利用したまちづくりに取り組んでいる地区協議会・加古川市・企業のグループ。

関西まちづくり賞は、日本都市計画学会関西支部が1998年に設け、関西のまちづくりや都市計画の分野での顕著な貢献、画期的な成果に贈られ、今回が11回目。
今回は大阪府、兵庫県、京都府、奈良県の大学、自治体、企業などから7件の応募があり、京大、大阪市大、兵庫県立大、関西大、大阪市、京都市、大林組の研究者9人で構成する関西まちづくり賞委員会が、申請調査書、プレゼン、質問事項への回答レポート、現地調査、推薦書などをもとに審査しました。
わたくしたちは、まちづくりとか、まちおこしを念頭に活動を始めたわけではありませんが、結果的に、まちづくりを研究している学会、専門家にも注目していただく活動に発展したようです。
「飛鳥京・藤原京とその関連施設群」がすでに世界遺産の暫定リストに登録されています。4年後の正式登録をめざし、奈良県、明日香村、橿原市、桜井市で準備が進められており、私達の活動に大きな期待が集まっています。
今回の受賞をばねに、かけがえのない歴史的景観を保全する活動をさらに充実、発展させたいと願っています。
